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１.

宮の沢中央地区※1は、地下鉄駅やＪＲ駅に近接し、福祉、子育て支援、商業な

ど生活を支援する機能が集積しており、生活利便性が高く、良好な居住環境が形

成されている住宅地です。

また、手稲連山からなる山並みや二十四軒・手稲通のラベンダー、追分川の桜

など、みどり豊かな街並みも地区の特徴となっています。

こうした地域特性を生かし、“住んでいる人が将来にわたって住み続けたい、

地域外の人にとっても住んでみたい魅力的なまち”を目指して、平成28年度から

宮の沢中央地区にお住まいの方などを対象に、まちづくりワークショップを開催

してきました。

この指針は、当該まちづくりワークショップにおける意見交換のほか、地区内

にお住まいの方・事業者、土地所有者を対象に行ったアンケート、意見募集の結

果を踏まえて、まちづくりの目標・方針、ルールや地域活動を景観まちづくり※2

の指針として定めるものです。

まちづくりに向けた思いを地域住民、事業者、札幌市などが共有し、少しずつ

協働で取組を進めていくことで、良好な住環境を維持し、宮の沢中央地区の魅力

の向上を図っていきます。

目的と位置付け

（１）景観まちづくり指針策定の目的

※1 この指針では、宮の沢中央町内会区域のことを宮の沢中央地区と呼称します。

※2 この指針では、宮の沢中央地区が住民ひとりひとりの資産となり、次代に

引き継ぐに値する魅力的なものとなるよう、地域住民、事業者、札幌市な

どが協働して行う取組を「景観まちづくり」と呼称します。
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本指針は、以下に示すとおり、宮の沢中央地区の地域住民などと札幌市が意見

交換などを重ねながら協働で内容を検討し、策定したものです。

（２）策定までの経緯と位置付け

本指針は、地域住民などと札幌市がその内容を共有し、これからの宮の沢中央

地区におけるまちづくりに生かしていくものであり、札幌市景観計画及び札幌市

景観条例に基づく指針として位置付けます。なお、地域における建築動向やまち

づくりに関する機運の高まりなど、宮の沢中央地区を取り巻く状況の変化に応じ

て、指針の内容を見直すことができます。

①策定までの経緯

②位置付け

景観まちづくり指針（案）の内容の確定

・まちづくりの取組開始
・地域の良いところ、困っているところ、住みよいまちにするためのアイデア

平成30年3月

札幌市景観条例に基づく、景観まちづくり指針として策定・告示

平成28年10月11日

第2回意見交換会

平成29年2月7日

第3回意見交換会

平成29年6月11日

第4回意見交換会

平成29年10月5日

第5回意見交換会

平成29年12月19日

第6回意見交換会

平成28年8月18日

第1回意見交換会

平成30年3月23日

第7回意見交換会

平成29年7月29日

地域活動

平成29年
11月6日～11月20日

アンケート

平成30年
1月22日～2月7日

意見募集

・まち歩きによる地域の魅力や課題の再確認

・目指すまちの姿とそれを実現するための取組について

・地域の魅力を維持・向上するためのまちづくりのルールや地域活動について

・様々な世代で交流しながら地域の魅力を再発見する「宮の沢中央クエスト」を
実施

・「景観まちづくり指針」のたたき台について

・地区にお住まいの方、地区で事業を営んでいる方、土地をお持ちの方を対象に、
「アンケート」を実施

・アンケートの内容を踏まえ、景観まちづくり指針（素案）の内容を検討

・地区にお住まいの方、地区で事業を営んでいる方、土地をお持ちの方を対象に、
景観まちづくり指針（素案）に対する意見募集

・意見募集の結果を踏まえ、景観まちづくり指針（修正案）の内容確認

札幌市景観審議会への意見聴取平成30年6月15日

平成30年7月24日
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本指針の対象区域は、宮の沢中央地区（約60ha）とします。

２. 対象区域

都
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画
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都市計画道路追分通

岡崎線

追分川
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4

人と人のつながりを大切にした

みどりあふれ快適な暮らしのあるまち
～誰もが住み続けたい宮の沢中央地区～

３. 目標・方針
（１）景観まちづくりの目標

宮の沢中央地区は、西区の最西端、手稲区と接する境界に位置しています。

当地区は、1967（昭和42）年に札幌市に編入されるまでは、水田や畑などの

農地が広がっていましたが、1972（昭和47）年頃から民間の宅地開発が進み、

戸建て住宅を中心とする住宅地が形成されました。その後、1990（平成2）年

から二十四軒・手稲通（ラベンダー通り）、 1993（平成5）年から追分通が整

備され、その沿道に商業施設や集合住宅なども建ち始めました。また、1986

（昭和61）年にはJR発寒駅が、1999（平成11）年には地下鉄宮の沢駅が開業

したことで、公共交通機関に近接し、福祉、子育て、商業施設が集積する利便性

の高い地区となりました。

地区内では、手稲連山からなる山並みが近くに感じられ、二十四軒・手稲通の

ラベンダーや追分川の桜など、みどり豊かな街並みも特徴となっています。

また、地域の花植えや清掃、お祭りをはじめとする地域活動も活発に行われて

いるなど、地区内のふれあいやつながりも大切にされています。この “人と人の

つながり”が当地区の最大の特徴であり、まちづくりの根幹を成しています。

こうした特徴を生かし、人と人のつながりを大切にしながら、手稲連山を背景

としたみどり豊かで住み心地の良い街並みと住環境を守り育てていきます。
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当地区では、子育て世代の居住が増えてき
ており、地域の安全・安心や防犯性の維
持・向上のためのパトロールなどが行なわ
れています。

子どもや高齢の方も含め、地域の住民が過
ごしやすく、歩きやすいまちにしていくた
め、安全・安心な街並みや居住環境を形成
し、昼夜を問わず安全・安心に散策するこ
とができるまちづくりを目指します。

（２）景観まちづくりの４つの方針

当地区には、子どもから高齢の方まで多世
代の人が暮らしているほか、福祉施設、子育
て支援施設、商店など様々な事業者や施設が
集積しています。

これらの様々な主体が地域活動に取り組む
ことで、多くの人と顔見知りになり安心感が
生まれ、みんなで住みよいまちをつくってい
こうという機運の高まりにつながります。

地域活動からみんなのふれあいや交流を育
み、住み心地のよいまちづくりを目指します。

地域活動からみんなのふれあいや交流を育むまちづくり１

安全・安心に散策することができるまちづくり２

ラベンダー通りから花とみどりがひろがるまちづくり３

手稲連山を背景とした快適な生活環境を守り育てるまちづくり４

地域活動からみんなのふれあいや交流を育むまちづくり１

安全・安心に散策することができるまちづくり２

当地区の目標を実現するために、以下の4つの方針を定めます。



ラベンダー通りから花とみどりがひろがるまちづくり３

手稲連山を背景とした快適な生活環境を守り育てるまちづくり４

当地区は、地下鉄駅やＪＲ駅に近接
し、都市機能が集積している利便性の
高い地区です。戸建て住宅などの多い
エリアと高層なマンションなどの建つ
エリアが分かれ、整った街並みと背景
に広がる手稲連山が調和し、魅力ある
景観を形成しています。

当地区の美しい街並みと良好な居住
環境を維持していくため、建築物など
の建て方に配慮するなど、手稲連山を
背景とした快適な生活環境を守り育て
るまちづくりを目指します。

6

当地区では、地域のシンボルである
二十四軒・手稲通（ラベンダー通り）
や追分川のみどり、手入れされた民家
の庭などが相まって、みどり豊かな居
住環境が形成されています。さらに、
地域の清掃、花植えなど地域活動が行
われ、たくさんの人々の手によって花
とみどりの魅力が維持されています。

手入れされた花やみどりは見た目に
美しいだけでなく、管理が行き届いた
まちの印象を与え、防犯性を高めるこ
とにつながり、安全なまちづくりにも
寄与します。

当地区に住む人それぞれが、自分に
できる範囲で協力して花やみどりを増
やしていくことで、暮らしに彩りを添
え、ラベンダー通りから花とみどりが
ひろがるまちづくりを目指します。

※中央分離帯にラベンダーが植栽された
二十四軒・手稲通は、「ラベンダー通
り」の愛称で地域のシンボルとして住民
などから愛される通りとなっています。
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目標・方針を地域住民などと共有し、取組を段階的に進めていく

区域として、宮の沢中央地区全体に景観形成を誘導するための基準

を定めます。

低層な戸建て住宅などが多く立地している区域では、手稲連山の山

並みと調和した良好な住環境が形成されており、建築物の高さや敷地

の分割に関するルールにより、この良好な住環境が維持・向上される

よう誘導していきます。

４.
地域の魅力を維持、向上させるための
ルール（景観形成の基準）

「景観まちづくり推進区域」のうち、地域住民などが景観形成上特

に重要であると感じている下記２つの区域について、よりきめ細やか

にまちづくりのルールを定め、周囲との調和を重視しながら積極的に

景観形成を誘導するための基準を定めます。

当区域内では、景観計画区域における届出対象行為に加え、一定規

模を超える建築物の建築や広告物の掲出などの行為を届出対象行為と

します。（Ｐ１８参照）

なお、届出対象行為に該当しない建築物などについても、この指針

の目標・方針を踏まえ、当基準を尊重するものとします。

二十四軒・手稲通（ラベンダー通り）は、多くの人が景観上重要な

通りであると感じていることから、通りに面する区域では緑化を積極

的に促すルールにより、みどりの連続性を創出していきます。

②【戸建て住宅などが多い区域】

「景観まちづくり推進区域」

「景観誘導区域」

①【二十四軒・手稲通（ラベンダー通り）に面する区域】

「３．目標・方針」を踏まえ、宮の沢中央地区における良好な居住環境と景観

の形成に向けたまちづくりのルールを定めます。

なお、建築物・工作物に関するルールは、建築物等を今後建て替える時や、新

築する時などに適用していきます。
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「景観まちづくり推進区域」
「景観誘導区域」

「景観まちづくり推進区域」と「景観誘導区域」は下図のとおりとします。

都市計画道路追分通

岡崎線

追分川



【景観誘導区域②】戸建て住宅などが多い区域
に関する事項

＝解説＝

○街並みとの連続性や山並みへ

の眺望に配慮し、建築物の高

さが15ｍ（5階建て程度）を

超える場合は、圧迫感を軽減

するため、できるだけ道路境

界からの壁面位置の後退や緑

化を行いましょう。

①高さが15ｍ（5階建て程度）を超える建築物を建てる場合
は、圧迫感を軽減するため、道路境界からの壁面位置の後
退や緑化を行いましょう。

②敷地を分割する際は、あまり小さくならないようにしましょう。

景観誘導
区域②

壁面位置を後退さ
せ、植樹や生垣等
で緑化を行う

景観まちづくり推進区域に関する事項

＝解説＝

○手稲連山を背景としたみどり豊かな

イメージを地区内で共有するため、

建築物の外構部分などの緑化に努め

ましょう。

【景観誘導区域①】二十四軒・手稲通（ラベン
ダー通り）に面する区域に関する事項

＝解説＝

○道路沿いの花やみどりがつながることで、街

並みに一体感が生まれます。特に、人通りの

多い道路沿いでは、周囲の植樹桝や隣地に植

えられている花や樹木などを意識して同種の

ものを選定するなど、効果的な緑化を行いま

しょう。

○プランターなどを設置する場合、その色彩や

素材は、周囲の街並みとの調和に配慮したも

のとしましょう。

①地区のみんなが、それぞれできる範囲で緑化やみどりの維持管
理に努めましょう。

①通りに接する敷地部分は、隣地の植栽や街路樹など、周辺の
みどりとの連続性を意識し、効果的な緑化を行いましょう。

既存のみどりはできる限り保全

新たな緑化で潤いと
やすらぎを創出

景観まちづくり
推進区域内共通

景観誘導
区域①

周囲の花や樹木を意識した緑化、植木鉢
などの色彩や素材は周囲の街並みと調和

街路樹など周辺のみどりや背景の
山並みとのつながりを意識

歩道

民地

［基準の見方］
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【基準】(景観誘導区域①)
・景観まちづくり推進区域内
の基準に加えて、景観誘導
区域内において、積極的に
景観形成を誘導するための
基準を示しています。

【対象区域】
(景観まちづくり推進区域)
・景観形成の基準が適用され
る区域を示しています。

【基準】
(景観まちづくり推進区域)
・景観まちづくり推進区域内
における基準を示していま
す。

【対象区域】(景観誘導区域①)
・景観まちづくり推進区域の
うち、積極的に景観形成を
誘導するための基準が適用
される区域を示しています。
（※届出対象行為に該当する
場合においては、届出が必
要になります。）

【対象区域】(景観誘導区域②)
上記と同様です。

【基準】(景観誘導区域②)
上記と同様です。

【解説】
・基準の内容に沿った具体的
な留意点や解説図を記して
います。

＝解説＝

○敷地の細分化が進み、狭小な敷地に高密度に建築物が建ち並ぶようになると、冬期間の雪

置き場の確保が困難になるなど、良好な居住環境の維持が難しくなるおそれがあります。

○良好な住環境を維持していくため、敷地を分割する際は、あまり小さくならないように

しましょう。



（1）建築物・工作物の外構部分などのみどりに関する事項

景観まちづくり推進区域に関する事項

＝解説＝

○手稲連山を背景としたみどり豊かな

イメージを地区内で共有するため、

建築物の外構部分などの緑化に努め

ましょう。

【景観誘導区域①】二十四軒・手稲通（ラベン
ダー通り）に面する区域に関する事項

＝解説＝

○道路沿いの花やみどりがつながることで、街

並みに一体感が生まれます。特に、人通りの

多い道路沿いでは、周囲の植樹桝や隣地に植

えられている花や樹木などを意識して同種の

ものを選定するなど、効果的な緑化を行いま

しょう。

○プランターなどを設置する場合、その色彩や

素材は、周囲の街並みとの調和に配慮したも

のとしましょう。

①地区のみんなが、それぞれできる範囲で緑化やみどりの維持管
理に努めましょう。

①通りに接する敷地部分は、隣地の植栽や街路樹など、周辺の
みどりとの連続性を意識し、効果的な緑化を行いましょう。

既存のみどりはできる限り保全

新たな緑化で潤いと
やすらぎを創出

景観まちづくり
推進区域内共通

景観誘導
区域①

周囲の花や樹木を意識した緑化
植木鉢などの色彩や素材は周囲の街並み
と調和

街路樹など周辺のみどりや背景の
山並みとのつながりを意識

歩道

民地

10
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②店舗などの人の多く集まる場所では、主要な出入口へのアプ
ローチなどで花やみどりによる演出を行いましょう。

効果的な花やみどりによる演出

周囲のみどりとの連続性を確保

＝解説＝

○多くの人々が集まる場所は、地区のイメージを印象付ける上で重要となります。その

ため、主要な出入口へのアプローチなどを植樹やプランターの設置などにより演出す

ることで、魅力的な空間を創出しましょう。なお、プランターなどを設置する際には、

車椅子利用者の妨げにならないなど、利用者の動線に配慮しましょう。



12

（２）建築物・工作物に関する事項

景観まちづくり推進区域に関する事項

＝解説＝

○手稲連山をはじめとする山並みは地域の象徴であり、山並みへの眺望により自然環境の

豊かさを感じることができます。

○建築物の新築などを行う際は、周囲の建物と高さを揃えるなど、街並みとの連続性や山

並みへの眺望に配慮した建て方に努めましょう。

山並みへの眺望に配慮された
連続性のある街並み

建築物をできる範囲で後退し、ゆとりある住環境を確保

①周囲の建築物と高さを揃えるなど、街並みとの連続性や山並み
への眺望に配慮した建て方に努めましょう。

②建築物・工作物はできる範囲で敷地境界から後退させ、ゆとり
ある住環境の確保に努めましょう。

景観まちづくり
推進区域内共通

＝解説＝

○建築物・工作物を建てるときに敷地の

境界から少し離すようにすると、プラ

イバシーや緑化スペース、冬期間にお

ける雪の堆積場所の確保につながりま

す。

○建築物・工作物を建てるときは、敷地

境界に対してできる範囲で後退させ、

ゆとりある住環境の確保に努めましょ

う。
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＝解説＝

○建築物・工作物の意匠や色彩は、地域らしさや一体感を出すために景観上重要な要素

です。

○建築物・工作物の新築などを行う際には、周辺との調和に配慮し、突出した形態や過

度に鮮やかな色彩のものは避けるように努めましょう。

※なお、札幌市では、建築物等が周辺環境に調和し、誰もが綺麗と感じる魅力ある札幌

の色彩として、「札幌の景観色70色」を定めています。（Ｐ１７参照）

突出した形態や過度に鮮やかな色彩の使用を控えた
建築物・工作物

＝解説＝

○個別の住宅において視認性を確保することで、地域の中での顔見知りが増え、コミュ

ニティの維持・形成、住民同士の見守りなどにより防犯性の向上につながります。

○塀・柵を設置する場合は、周囲の街並みとの調和に配慮した見通しの利く高さや形態・

意匠に努めましょう。

周囲の街並みと調和した見通しの利く塀、柵

③周囲の街並みと調和を意識したデザインに努めましょう。

④塀・柵を設ける場合は、周囲の街並みと調和するよう高さ・意
匠への配慮に努めましょう。
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【景観誘導区域②】戸建て住宅などが多い区域
に関する事項

＝解説＝

○街並みとの連続性や山並みへ

の眺望に配慮し、建築物の高

さが15ｍ（5階建て程度）を

超える場合は、圧迫感を軽減

するため、できるだけ道路境

界からの壁面位置の後退や緑

化を行いましょう。

①高さが15ｍ（5階建て程度）を超える建築物を建てる場合
は、圧迫感を軽減するため、道路境界からの壁面位置の後
退や緑化を行いましょう。

②敷地を分割する際は、あまり小さくならないようにしましょう。

（３）夜間景観に関する事項

景観まちづくり推進区域に関する事項
景観まちづくり
推進区域内共通

景観誘導
区域②

歩行空間を照らす屋外照明の設置

人が多く歩く時間帯は可能な限り点灯

壁面位置を後退さ
せ、植樹や生垣等
で緑化を行う

＝解説＝

○敷地の細分化が進み、狭小な敷地に高密度に建築物が建ち並ぶようになると、冬期間の雪

置き場の確保が困難になるなど、良好な居住環境の維持が難しくなるおそれがあります。

○良好な住環境を維持していくため、敷地を分割する際は、あまり小さくならないように

しましょう。

＝解説＝

○歩行者にとっての夜間の安全性を向上させるため、

適宜、外構などに屋外照明を設置し、可能な限り

点灯するように心がけましょう。

①夜間における歩行者などの安全性を向上させるため、適宜、屋
外照明を設け、点灯するよう努めましょう。
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（４）広告物等に関する事項

【景観誘導区域①】二十四軒・手稲通（ラベン
ダー通り）に面する区域に関する事項

＝解説＝

○ラベンダー通りのみどり豊かな景観を生かすため、広告物等の色彩は、P16の参考例な

どのように、華美なものを使用しないようにしましょう。

①ラベンダー通り沿いの広告物等は、周囲の景観と違和感が生じ
ないようにするため、多色や華美な色合いにならないようにし
ましょう。

＜広告物等とは＞

広告物（常時又は一定の期間、屋外で継続して公衆に表示された、はり紙・はり札・立看

板・広告塔のほか、建築物の壁面等に掲出されているもの）と、案内サイン（特定の事務

所、店舗等や、特定の場所への案内又は誘導を目的とする広告物。公共機関が掲出するも

のも含む）を総称したもの。

屋上広告物

壁面広告物

突出広告物

地上広告物
（柱状広告物、立看
板等を含む）

窓面広告物

【広告物等のイメージ】

【立看板、のぼり旗のイメージ】 のぼり旗

歩道
立看板

景観誘導
区域①

民地



広告物の参考例

広告物のベースとなる「地」の部分は華美な高彩度色や原色、発色が良い色

彩を避け、落ち着いた色彩を使用するよう努めましょう。

ただし、自然素材で無着色の木材や石材、レンガ、金属材等、及びこれらに

類するものの色彩は上記に該当しないものとします。

16

広告物は、色数や文
字量が多くなり過ぎ
ないよう配慮しま
しょう。

高彩度色や原色、発
色が良い色彩の使用
は控えましょう。

ベースとなる「地」
には落ち着いた色彩
を使用しましょう。

「地」を無彩色に
して文字に原色を
使用するなど工夫
をしましょう。

コーポレートカラーなど
で鮮やかな色彩を使用す
る場合は広告物自体の面
積を小さくするなど配慮
しましょう。

「地」は落ち着いた色彩を
用いて文字やポイントにア
クセントカラーを取り入れ
るなど工夫をしましょう。

「向こう三軒両隣」を意識して、広告物の高さ、大きさ、色彩などが周囲の景観と違和感が生じ
ないように配慮しましょう。

○色彩の彩度に注意しましょう

○色数や文字量に注意しましょう

○街並みに配慮しましょう



札幌の景観色70色

市民のみなさんの意見や、調査・研究により、誰もが綺麗であると思える色

彩を70色選んでいます。それぞれの色に風土イメージを連想しやすいように、

札幌らしいオリジナルの色名をつけていますが、これは市民のみなさんの心

に働きかけ心に留めておけるように名づけたものです。色から言葉へ、言葉

から色へ。色から連想するイメージをひろげ、さらに色名から配色をイメー

ジしてください。

俗に言う「向こう三軒両隣」は景観における意識の持ち方について重要な

キーワードです。初めに計画建物の両隣を意識し、次に向かい側の建物も同

時に眺め、さらに周辺へ目を配り、全体の調和がとれるように考えます。

17

広告物の参考例

景観色70色

出典：色彩景観基準運用指針（札幌の景観色70色）

上段 マンセル値…色を表す３属性（色相、明度、彩度）を数値化して色を表現したもの

下段 トーン…明暗、濃淡、派手地味など明度と彩度から生まれる色の調子

※この資料は、印刷のため実際のマンセル値とは異なります。正確には、塗装色見本を参考にし

てください。
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５. 届出の手続き

①建築物に関する行為

・高さ10メートルを超える建築物の新築、増築、改築、移転（ただし、
増築にあっては、増築部分のみでは届出対象に該当しないものは届出
不要。なお、当該増築の前は届出対象に該当せず、当該増築をもって
届出対象となるものは届出が必要。）（景観計画区域における届出対
象行為は除く。）

②広告物に関する行為

・表示面積が10平方メートルを超える屋外広告物などの掲出、移転又は
その内容の変更をしようとする場合（ただし、札幌市屋外広告物条例
第3条第1項又は第4条第1項の規定による許可が必要なものに限
る。）

「景観誘導区域」については、景観計画区域における届出対象行為＊に加え、下
記の行為に該当する場合にも札幌市に届出（国又は地方公共団体が行う行為は通
知）が必要となります。なお、届出対象行為を行う敷地の一部に「景観誘導区
域」が含まれる場合についても、届出の対象となります。

＊景観計画区域における届出対象行為：札幌市景観計画又は景観計画区域のパンフレット
をご覧ください。

届出の手続き

（１）届出対象行為

「景観誘導区域」において（1）の届出対象行為に該当する場合であっても、
下記に該当する場合には届出が除外されます。

【非常災害時の応急措置】

・非常災害のため必要な応急措置として行う行為

【その他】

・その他景観の形成に影響を及ぼさないと市長が認める行為

（２）届出が除外となる行為

【景観誘導区域①（二十四軒・手稲通（ラベンダー通り）に
面する区域）において追加される届出対象行為】

①建築物に関する行為

・高さ15メートルを超える建築物の新築、増築、改築、移転又は高さの
変更が伴う大規模な修繕若しくは模様替え（ただし、増築にあっては、
増築部分のみでは届出対象に該当しないものは届出不要。なお、当該
増築の前は届出対象に該当せず、当該増築をもって届出対象となるも
のは届出が必要。）（景観計画区域における届出対象行為は除く。）

【景観誘導区域②（戸建て住宅などが多い区域）において
追加される届出対象行為】



19

札幌市などが行う事業などにおいて、法や条例などで届出対象行為とならない
ものについても、この指針を踏まえるものとします。

（３）公共事業

「届出対象行為」に該当する行為を行おうとする者は、行為の着手30日前まで
に、届出を行う必要があります。

より良い景観形成を図るために、企画構想・基本計画の段階から計画の内容に
ついて事前に協議するようお願いします。

（４）届出の流れ

（５）経過措置

本指針で定める届出は、本指針の施行日（平成30年8月1日）から30日を経過
した時点において、すでに着手している（１）の届出対象行為については適用を
除外します。

建
築
物
・
工
作
物
の

計
画

事
前
協
議
の

申
請

協
議
済
書
の

受
理

届
出
書
の

申
請

審
査
結
果
通
知
書
の

受
理

行
為
の
着
手

竣
工

竣
工
届
の

提
出

30日を経過した後
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６.
地区の魅力を向上させ、まちの価値を高めていくためには、日々の暮らしや営
みの活動の積み重ね、居心地よく感じる環境、住み続けたいと感じさせる雰囲気
づくりなどの地域の活動が大切です。
本指針の策定までに実施してきた意見交換会の意見などに基づき、地域住民や
地区内の事業者、各種施設などが一体となり主体的に取り組むことで、今よりも
さらにまちの魅力向上につながる取組や活動について示します。

みんなで取り組む景観まちづくり活動

・地域の様々な主体（住民、地区内の事業者や施設
など）が連携した花植え・緑化活動

・地域の花を決めて、苗づくりから取り組む活動
・ラベンダー通りの花植え・緑化活動、維持管理を
地域で協力して取り組む

・地域への愛着を高める追分川の清掃活動

（１）自然・みどりの魅力を維持・向上する活動

・プランターなど身近なものの色を揃えて、統一感
のある街並みを演出

・アイスキャンドルによる冬期の魅力づくり

（２）街並み・建築物の魅力を維持・向上する活動

・各団体が集まり、意見交換し合う場づくり
・地域資源を再発見するまち歩き活動
・地域の顔見知りを増やす多世代交流会の実施
・地域の店や各種施設などを紹介したマップづくり
など、地域の情報発信

（３）地域のネットワークを生かし交流を育む活動

・住まいの周りや歩道など身近な場所の清掃活動
・見守り活動のレベルアップのため、福祉施設と
連携した講習会の開催

（４）安全・安心、生活のしやすさを維持・向上する活動

冬の魅力づくりアイスキャンドル制作
（ロープウェイ入口電停周辺地区）

町内会によるラベンダー通りの
花植え（宮の沢中央地区）

地域の魅力を発見するまち歩きイベント
（宮の沢中央地区）

まちのシンボルの桜並木の清掃活動
（北区新川さくら並木連合町内会）





宮の沢中央地区
景観まちづくり指針

札幌市まちづくり政策局都市計画部地域計画課

〒060-8611 札幌市中央区北１条西２丁目
電話011-211-2545 FAX：011-218-5113

URL：http://www.city.sapporo.jp/keikaku/chiiki/machidukuri/
miyanosawachuo.html

E-Mail：keikan@city.sapporo.jp

さっぽろ市
01-B03-18-1499
30-1-122


